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2019研修分科会開催案内 
第2回　2019年7月4日（木）　10時～17時 
テーマ：図書館サービス発展の可能性について考える 

夏季見学ツアー 
　研修分科会では例年8月に夏季見学ツアーを行っていましたが，今年は岩波ホールで上映中の
映画『ニューヨーク公共図書館：エクス・リブリス』を観に行きます。研修の一環として，映画
を鑑賞するだけで終わらせるのでは意味がありません。この映画を通して自分の大学図書館を見
つめ直し，「図書館サービス発展の可能性」のアイデアを絞り出してみましょう。 

　この映画は原題「Ex Libris ‒ The New York Public Library」フレデリック・ワイズマン監
督・製作・編集・音響，2017／アメリカ映画／205分の長編ドキュメンタリーです。公式HPに
予告編のYouTubeがあります。（公式HP　http://moviola.jp/nypl/ ） 

　映画鑑賞の後，共立女子大学に移動し，学習院女子大学副学長 越塚美加教授をお招きして，
ご講演とディスカッションを行います。また，色々先進的な試みをされている共立女子大学図書
館を見学させていただきます。さて，私自身まだこの映画を観ていませんので，皆さんからどの
ようなアイデアが引き出せるか，『未来をつくる図書館』菅谷明子著を読み返しながら考えてい
ます。そこで，皆さんもこの本を読んで，自分の所属する大学図書館を改善するヒントとなる箇
所をあげることを，事前に課題として提出してもらおうと考えました。（IAAL 高野真理子） 
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映画『ニューヨーク公共図書館』ポスターメインより

http://moviola.jp/nypl/
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会場案内 

 

 

 

Time table 

注意事項 
集合時間(10時)になったら，10階の受付で鑑賞券をお配りします。1階入口に行列ができてい
る可能性がありますが，並ばずエレベーターで10階に上がってください。遅れた場合，開演
(10時15分）後は受付に券を預けますので，私立大学図書館研修分科会と名乗って受け取って
ください。遅れないよう気をつけましょう。 
途中10分間の休憩がありますが，本編上映時間3時間25分(前半: 約1時間50分　後半: 約1時
間35分)の大変長い映画です。<<前日は寝不足に注意です！>> 

10:00 岩波ホール10階ホール入口に集合
10:15-13:55 『ニューヨーク公共図書館』鑑賞
14:00-15:10 共立女子大学2号館2階ロハスカフェでランチ 

14:50-15:10 ロハスカフェ隣のオープンプレゼンテー
ションエリアにて図書館説明・施設紹介動画

15:10-15:30 図書館(2号館 3-4-5階)見学
15:30-17:00 講演＋ディスカッション(6階会議室）
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集合：10:00 

岩波ホール　10階入り口（チケットは用意して
ありますので，直接エレベーターで10階へ）

チケットは運営費から団体購入し
ますので，購入しないでください。

JR御茶ノ水駅（徒歩14分）JR水道橋駅（徒歩12分）

地下鉄神保町駅 A6出口が岩波神保町ビルに接続

地下鉄竹橋駅（徒歩10分）

解散：17:00 (予定)

ランチは¥500-600, 
各自購入
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座席での飲食はできません（飲み物は可）。昼食時間が14時からですので，休憩時間にロビー
にて少し何か食べておくと良いでしょう。 
岩波ホールから共立女子大学まで，一緒に行動します。映画が終わったらロビーに集合してく
ださい。 

講演とディスカッション 
越塚美加氏（学習院女子大学教授・副学長） 

　この映画の公開に先立ち，4月9日に日比谷図書文化館にて公開記念パネルディスカッションが
行われました。パネラーとして，ニューヨーク公共図書館(NYPL)幹部役員のキャリー・ウェル
チさんが来日され，課題図書著者の菅谷さんとともに，越塚先生からも大変興味深い会話が繰り
広げられています。この様子は，YouTubeでも見ることができます（http://moviola.jp/nypl/
event.html）。その中で越塚先生は1997,1998年頃，NYPLのSIBLを訪れ，その経験から日本
の公共図書館にも影響を持つ研究を続けてこられているとお話しされています。 

　今回は越塚先生の目から，この映画およびNYPLから学ぶ点をお話しいただき，皆さんが考え
る図書館サービスの新たなアイデアについてもディスカッション参加をお願いしました。先生は
6月のALA(American Library Association)年次総会で日本の公共図書館のサービスを紹介する
セッションを開催され，お忙しい中お越しくださいます。是非，ALAのお土産話も伺えたらと
思っています。日本の図書館は，アメリカの図書館から多くのことを学んできました。今の日本
の大学図書館にとっても，サービスを発展させるヒントが引き出せるのではないかと思います。 

事前課題 
　『未来をつくる図書館 : ニューヨークからの報告』菅谷明子著. 2003　(岩波新書 837)  
ISBN: 9784004308379 を読んで，ご自身が所属する大学図書館で実現できそうなサービスを
考えます。アイデアを３つあげてください。映画を観た後，1つに絞って発表してもらいます。 

　1.参照した箇所（引用・ページ）と，2.どのようなサービスとして行うか，3.選んだ理由を，
添付の表に簡潔にまとめて記入。 

　提出期限：6月27日（木）　開催1週間前です。 

　提出先：2019研修分科会メーリングリスト 

NACSIS書誌ID: BA63541519 所蔵館: 578（2019.5.29現在）　
皆さんの図書館でも所蔵されていると思います。当日持参のこと。 

岩波書店のサイトに映画とのコラボ帯付きFAX注文書があります。 

 https://www.iwanami.co.jp/news/n29509.html
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